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それぞれの初期化方法で削除される情報一覧

項目 共有 PC モード Autopilot リセット Windows 10 の回復※

ユーザーが追加したデータ ● ● ●

個人で行った設定 ● ● ●

インストールされたアプリ ● ●

地域・言語・キーボードの設定 ●

Wi-Fi 設定 ●

プロビジョニング パッケージ ●

Azure AD への登録状態の維持 ●
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本資料で手順紹介



1. 共有PCモード
★★★



共有PCモード
共有 PC モードは 「Windows 10 Anniversary Update (1607)で搭載された機能で、複数のユーザーによるアクセ

スを想定した設定がされます。
共有 PC モードでは、ディスク容量が少なくなると、アクセス順がもっとも古いアカウントから自動削除され

ます。またシステム管理者はこの削除を実施するタイミングを指定する閾値を設定したり、ユーザーがログオ
フ直後に削除するように共有 PC モードを構成できます。

共有PCモードの Windows PC では、卒業生が使っていた端末を何も作業せずにそのまま新入生に渡すことがで
きます。

返却
• ストレージが足りなくなったら
• X日間サインインしなかったら
• サインアウトしたら

ユーザープロファイル
の自動削除

新入生の
利用開始



共有PCモード利用時の注意点
共有 PCモードでは一定期間非アクティブなユーザーがいた場合、そのユーザーのデータやプロファイルが自動
削除されるため、個人データを消しつつ、プロビジョニングパッケージを残した運用(Azure ADへの参加やWi-Fi
の設定ずみなど)が可能です。
一方、Windows 端末へのサイン画面で毎回ユーザー名を入力する必要があります。



2. 共有PCモードの設定方法
★★★



１．Microsoft Endpoint Managerにサインインして、管理者カウントでサインインします。

２．「デバイス」ー「構成プロファイル」をクリックし、一覧から「Shared PC Policy」をクリックします。

https://devicemanagement.microsoft.com/


まず最初に、プロファイル削除のしきい値を設定します。

3．Shared PC Policy選択後、「プロパティ」から「構成設定」の右にある編集をクリックします。

4．共有PCモードを有効にします。

3
構成設定の右の“編
集”をクリック

4
「有効にする」をク
リック



5. 「アカウント管理」を有効にしてしきい値を設定
します。

6. しきい値を設定したら「レビューと保存」ー「保
存」をクリックして設定を保存します。

5
アカウント管理を有
効

設定 説明

アカウント管理 アカウント管理サービスが共有 PC モードで有効になると、ア

カウントは自動的に削除されます。削除は、Active Directory、
Azure Active Directory、ゲストによって作成されたローカル アカ
ウントに適用されます。アカウント管理は、サインオフ時、およびシス
テムのメンテナンス期間中に、自動的に実行されます。

アカウントの削除 共有 PC モードでは、ディスク領域が少なくなった場合、およびアカウ

ントの非アクティブ状態が長すぎる場合、サインアウト時にすぐにアカ
ウントを削除するように構成できます。[記憶域スペースのしきい値
で]、[記憶域スペースのしきい値と非アクティブなしきい値で]、
[ログアウト直後に]の3つから選択できます。この設定はデフォルト
設定ではなく[記憶域スペースのしきい値と非アクティブなしきい値
で]を選択してください。

削除開始のしきい値

（空き領域の割合：％）

アカウント マネージャーは、ディスク/記憶域スペースの合

計が構成されたしきい値を下回るとすぐに、キャッシュされたアカウント
の削除を開始します。継続的に削除を行ってディスク領域を解放し
ます。アクティブでない状態が一番長く続いているアカウントから最初
に削除されます。 (0-100)

削除停止のしきい値

（空き領域の割合：％）

アカウント マネージャーは、ディスク/記憶域スペースの合

計が構成されたしきい値に到達するとすぐに、キャッシュされたアカウ
ントの削除を停止します。 (0-100)

非アクティブなアカウントのし
きい値

サインインせずに連続で何日経過したらアカウントを削除
するか。6 設定後に保存



次に、構成プロファイルをデバイスに割り当てます。ここでは「すべてのデバイス」に割り当てる方法を紹介します。

7．「プロパティ」から「割り当て」の右にある編集をクリックします

8．「＋すべてのデバイスを追加」をクリックします。

7
割り当ての右の“編
集”をクリック

8
「すべてのデバイス
を追加」をクリック



特定のデバイスグループに割り当てる場合は、次の方法で割り当てます。

8’. 「組み込まれたグループ」の下にある「グループを追加」をクリック

9’. 割り当てたいグループを選択して「選択」をクリック

8’
「すべてのデバイス
を追加」をクリック

9’
追加したいグループ
をクリック

9’
クリックと「選択したア
イテム」に追加される



9. 「組み込まれたグループ」に「すべてのデバイス」が追加されたことを確認します。

10. 「レビューと保存」ー「保存」とクリックして割り当てを完了します。

9
「組み込まれたグループ」に「すべてのデ
バイス」が追加されたことを確認

10 設定後に保存

設定完了後



2. Autopilot リセット

★★



返却 Autopilot リセットによる初期化 端末の初期化完了 新入生の
利用開始

Autopilot リセットによる初期化の場合、プロビジョニング パッケージが削除されずに個人データだけが削除されるため、

再セットアップが簡単に行える特徴があります。

一方、初期展開時に手動で展開したアプリは削除されるため、再インストールの必要があります。

Autopilot リセットを利用するためには事前にすべての対象デバイスを Autopilot に変換するように設定する必要が

あります。



2-1. Autopilot リセットの設定
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Autopilot リセット

動画



2-2.Autopilot リセット 一括設定



2 デバイスの一括操作

１．Microsoft Endpoint Managerにサインインします。

２．「デバイス」ー「Windowsのデバイス」ー「デバイスの一括操作」をクリックします。



3 対象のOSでWindows

3. 対象のOSを選択します。 4．デバイスアクションでAutopilotリセットを選
択します。

4 対象のOSでWindows



5 リンクをクリック

5. 対象のOSを選択します。 6. デバイスアクションでAutopilotリセットを選択
します。

6
デバイスをクリックして
選択



7 [作成] をクリック

7. 対象のOSを選択します。

参考：GIGAスクール年度更新ハンドブック | Microsoft 365 - Qiita

https://qiita.com/hisaho/items/403bb87c2ed0dbf27727#%E5%85%B1%E6%9C%89-pc-%E3%83%A2%E3%83%BC%E3%83%89%E3%81%AB%E3%82%88%E3%82%8B%E5%B9%B4%E5%BA%A6%E6%9B%B4%E6%96%B0%E4%BD%9C%E6%A5%AD%E3%81%AA%E3%81%97%E3%81%AE-pc-%E7%92%B0%E5%A2%83%E3%81%AE%E8%A8%AD%E5%AE%9A
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➢ GIGAスクール年度更新ハンドブック | Microsoft 365 - Qiita

https://qiita.com/hisaho/items/403bb87c2ed0dbf27727#%E5%85%B1%E6%9C%89-pc-%E3%83%A2%E3%83%BC%E3%83%89%E3%81%AB%E3%82%88%E3%82%8B%E5%B9%B4%E5%BA%A6%E6%9B%B4%E6%96%B0%E4%BD%9C%E6%A5%AD%E3%81%AA%E3%81%97%E3%81%AE-pc-%E7%92%B0%E5%A2%83%E3%81%AE%E8%A8%AD%E5%AE%9A
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